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土に SUN GRO Redi-earth（PH5.0～6.0 ）を使用したものを 3箱，家庭園芸用培
土ハーブの土（PH6.3±0.5）を使用したものを 1 箱用意した．培土が 2 種類あ
るのは，使用予定の家庭園芸用培度ハーブの土が粗く，育苗に適さないと判断
されたため急遽 SUN GRO Redi-earth を譲り受けて使用したためである． 
５ 
 
3月 24日に温室を 15℃に設定し，2～3日おきに灌水を行った（写真 2）． 
施肥はハイポネックス（500倍液 300ml/1 箱）をペニーロイヤルミントのみに
1週間おきに与えた。 




シバザクラはホームセンターで購入後，4 月 10 日に一株を 3 つに株分けし，
プランターに移植して発根させた．培土は芝の目土を用いた． 
5 月 12 日にペニーロイヤルミントとシバザクラの鉢上げを行った．ペニーロ




ラスは草丈の平均が 10.2cm，葉齢の平均が 5.8 であった．ペニーロイヤルミン
トは草丈の平均が 27.9cm，分枝数の平均が 3 本であった．シバザクラは草丈の
平均が 14.53cm，分枝数の平均が 3.6 本であった． 
試験地は縦 1.3m，横 46m の西向き斜面である．縦 1.3m，横 2m を 1 区とし，
22区に区割りした（第 1図）．定植は 1.3×2mの中に 1×1mの正方形をつくり，
その 1 ㎡内に行った． 
前処理として除草剤（ラウンドアップ）250 倍液，500 倍液，100 倍液各 5 リ
ットルを 4 月 20 日，4 月 28 日，5 月 15 日に散布した．その後斜面に植栽され
ていたシバを剥ぎ取り，熊手等で均して植物の無い更地にした（写真 5，6）．6
月 2日に水稲用肥料「JAはが野専用 A925号 10-18-16」5g/㎡を表層施肥した． 
６ 
 
定植は 2009年 6月 4日に土壌学研究室の協力のもと行った（写真 7）．移植後
1ヶ月間は灌水を行い，活着を促進した．西向き斜面のためか乾燥が激しく，降
雨の無い日はほぼ毎日灌水を行った． 
































写真 5 整地前の畦畔の様子 
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試験区は 1 品種 1 ㎡，栽植密度は 25 株/㎡（20×20cm）とし，各 3 反復行っ
た．栽植時に，イワダレソウ，シバザクラ，ペニーロイヤルミントは 1株 6×7cm
に，センチピードグラスは 1株 6×7cm で 15本になるよう調整した．  
試験区割りはこの 4 草種および無植栽の対照区を各 3 反復，試験 2 で供試し
たペニーロイヤルミントの疎植区，密植区各 3反復をランダムに配置した（第 2





被度は，1 ㎡内を 100 等分し，1 マスを１％として求めた．また，1 ㎡の試験
地から外へ出た植物体についても 10cm 四方の正方形 1 つ分を 1％とし，試験地
内の被度に加えた．このため，被度が 100％を超えた試験地もある．尚，被度の











供試品種はペニーロイヤルミントとした．試験区は 1 品種 1 ㎡，栽植密度は
標準区（25 株/㎡，20×20cm），疎植区（16 株/㎡，25×25cm），密植区（42 株/
㎡，15×15cm），対照区（無植栽）とし，各 3反復行った．標準区および対照区






















第 2 図 試験区割り図 
 
第 3 図 調査用区割り図 
 
写真 8 被度計 
































































































































    被覆植物の植栽による雑草抑制効果を調べるため，植栽以降に試験区内に発
生した雑草の種類とその本数を調査した． 
 調査は移植日から 9 月まで 2週間おきに，計 8回行った． 











広葉雑草が 3％，その他が 17％であった．シバザクラ区はカヤツリグサが 58％，
ノシバが 13％，広葉雑草が 7％，その他が 22％であった．センチピードグラス
区はカヤツリグサが 56％，ノシバが 16％，広葉雑草が 5％，その他が 23％であ
った．ペニーロイヤルミント区はカヤツリグサが 65％，ノシバが 21％，広葉雑
草が 3％，その他が 11％であった．対照区はカヤツリグサが 56％，ノシバが 16％，

























第 4 図 イワダレソウ区 雑草発生本数の推移 
 
 






















































第 6 図 センチピードグラス区 雑草発生本数の推移 
 
 






































































































調査は定植日から 12月まで 2週間おきに，計 12回行った． 














































































































































































写真 8 イワダレソウ         写真 9 シバザクラ 
 
 


















試験１．定植 1 ヶ月後の様子 
 
 写真 12 イワダレソウ        写真 13 シバザクラ 
 


































サが 65％，ノシバが 21％，広葉雑草が 3％，その他が 11％であった．疎植区は
カヤツリグサが 69％，ノシバが 14％，広葉雑草が 3％，その他が 14％であった．
密植区はカヤツリグサが 60％，ノシバが 22％，広葉雑草が 4％，その他が 14％
であった．対照区はカヤツリグサが 56％，ノシバが 16％，広葉雑草が 9％，そ
の他が 19％であった． 
 時期別の雑草発生本数を比較すると，雑草発生本数が最大になったのは，全































第 10 図 標準区 雑草発生本数の推移 
 
 






















































第 12 図 密植区 雑草発生本数の推移 
 
 






























































その推移をグラフにした（第 14図）．調査は定植日から 12月まで 2 週間おきに，















































































































試験 2．定植 1 ヶ月後の様子 








写真 21 密植区 
 
写真 22 枯れの様子         写真 23 枯れの様子 




























































































































































































第 2 表 真岡市の月別降水量および月平均気温の比較 
 









平年 ２００９年 平年 ２００９年
1月 26.8 108.0 1.3 2.5
2月 46.0 50.0 2.1 3.9
3月 88.6 80.5 5.8 6.6
4月 104.6 172.0 11.6 12.3
5月 140.6 81.5 16.5 18.1
6月 156.9 139.0 20.0 20.6
7月 150.2 80.5 23.3 24.3
8月 163.0 111.5 24.9 24.0
9月 202.8 29.0 21.1 20.5
10月 118.0 178.5 15.1 15.5
11月 63.6 45.0 8.9 9.5











たグラウンドカバープランツの草種の選定．これが試験 1 である．2 つ目は被覆









試験 2 ではペニーロイヤルミントを供試した．標準区（25 本/㎡），疎植区（16









Labor saving of weed management in levee using ground cover plants 
Masami Takahashi 
 
The weed management in levee is very important work in crop 
production, however, this work is hard. Planting ground cover plants in 
levee is a labor saving technique of weed management. This is a technique 
in that spread of ground cover plants controls the incidence of weed. 
In this study, I examined  ground cover plants from two aims. One aim is 
selection of kind of ground cover plants that is proper to climate and soil in 
Tochigi prefecture. The other one is selection of the density of plants that is 
optimum for spread and weed control. 
In exam 1, I used 4 ground cover plants, Turkey tangle (Iwadaresou), 
Moss phlox(Shibazakura), Centipede grass and Pennyroyal(Pennyroyal 
mint). 
Turkey tangle and Pennyroyal were good for weed control and spread 
enough. Moss phlox hardly spread, but the number of weed was small. 
Centipede grass’s spread was not so bad, but the number of weed was very 
large. 
From the above-mentioned results, it can be said that Turkey tangle and 
pennyroyal is effective in the weed control in the first year. Moss phlox and 
Centipede grass are expected for next year’s growth. 
In exam 2, I used Pennyroyal. I set 3 densiyies, standard (25plants/m2), 
sparse (16 plants/m2) and dense (42 plants/m2).  
４１ 
 
There was no difference among the three densities in the amount of the 
weed. An enough spread was seen in the sparse.  
But, withering was caused in all examination plots in the end of July. 
From the above-mentioned results it is estimated that, there are not so 
many advantages for dense, planting and sparse planting has enough effect. 
Regeneration of plants and occurrence of withering are to be examined in 
















































農林水産省大臣官房統計部 2009．農林水産統計平成 21 年度耕地面積 

















株式会社 Green Produce クラピアシリーズ概要・特徴 








タキイ種苗株式会社 タキイシードネット 芝・緑化・緑肥 ティフ・ブレア 






















気象庁 気象統計情報．月ごとの値 真岡 2009． 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/monthly_a1.php?prec_no=41
&prec_ch=%93%C8%96%D8%8C%A7&block_no=0338&block_ch=%90%5E
%89%AA&year=2009&month=&day=&elm=monthly&view=  （ 2010/1/21
閲覧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
